
令和６年度 第２回学校評価考察 

能登町立小木小学校 

 
重点目標 評価の観点 評価：達成度判断基準 総合 達成状況（考察と改善方針等） 

１ 確かな学力の向上 

①学習規律の徹底と学

習習慣の定着 

②主体的・対話的で深

い学びの視点からの

授業改善 

③ICTの活用 

④特別支援教育の充実 

 

＜成果指標＞ 

・「算数で、理由をはっきりさ

せて説明していますか。」と

答える児童の肯定的評価 

児童アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満（60.5%） 

Ｄ：５０％未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

〇教職員の成果指標は、肯定的評価が 100%であ

る。ノート検証で達成度を確認しながら、ノート

での適切な表現を求めてきた成果である。 

〇ＩＣＴの活用と、特別支援教育の観点での授業に

ついて、どちらも教職員の肯定的評価は 90%で

ある。来年度も、校内研修と実践を繰り返しなが

ら、より質を高める必要がある。 

・児童の成果指標の「算数で、理由をはっきりさせ

て説明していますか。」は、肯定的評価が 60.5％

であった。一問一答であったり、適切な表現につ

ながる児童同士の対話が不足していたりすると

言える。後期学力向上プランの「発表をつなげよ

うカード」の取組を、より児童が主体となって行

う必要がある。そのために、教師の発話量を減ら

し、他の児童の発表を真似てでも発言したことを

価値づけ、児童の発話量を増やしていきたい。そ

うすることで、意見交換の場が確保され、考えを

磨きあう授業が展開されると考える。 

＜成果指標＞ 

・「ノート指導などの学習規

律・習慣を継続的に指導し

ている。」と答える教職員の

肯定的評価 

教職員アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（100%） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

＜満足度指標＞ 

・「意見交換の場を確保し、考

えを磨きあう授業を進めて

いる。」と答える教職員の肯

定的評価 

教職員アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上 

Ｂ：７０～８０％未満（77.8％） 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

＜努力指標＞ 

・「ICT を活用した授業に取り

組んでいる。」と答える教職

員の肯定的評価 

教職員アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（90％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０%未満 

 

＜努力指標＞ 

・「特別支援教育の観点から授

業を工夫している。」と答え

る教職員の肯定的評価 

教職員アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（90%） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０%未満 

 



２ 豊かな心と社会性の育成 

①海洋教育を基盤とし

た心の育成 

 ②人間関係づくりと社

会的ルールの定着 

 ③積極的生徒指導の充 

  実 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・「いま、学校は楽しい。」と

答える児童の肯定的評価 

児童アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上 

Ｂ：７０～８０％未満（76.7％） 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 

 

 

 

 

B 

〇満足度指標の肯定的評価が 100％となった。休み

時間の体育館や複式学級などで見守りの先生に

入っていただいたことや、リモート学習、家庭訪

問など職員による働きかけの成果だと考える。 

・学校は楽しいと答える児童が 76.7％と第 1 回よ

り高くなったが、高評価とは言えない。子どもに

寄り添った発達支持的生徒指導の充実や子ども

を認める声掛けが求められる。 

・生徒指導や特別支援教育に関する校内研修を計画

的に行い、全職員での共通理解を図っていく。 

・Q-U 等のアンケートで気になる児童については、

個別に面談を行っていく。 

・保護者からの信頼と学校の教育活動への理解をこ

れからも得ていくために、こまめに児童・保護者

とのコミュニケーションをとっていく。 

＜満足度指標＞ 

・「学校はいじめ・不登校のな

い楽しい学級づくりに努め

ている。」と答える保護者の

肯定的評価 

保護者アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上 （100％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜努力指標＞ 

・「子どもの不安や悩みを理解

し、個に応じた指導に取り

組んでいる。」と答える教職

員の肯定的評価 

教職員アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（100％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

３ 保護者・地域に信頼され

る学校作り 

①安全・安心な学校  

②保護者、地域との連 

 携 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・「学校は、子どもの事につい

て気軽に相談できる。」と答

える保護者の肯定的評価 

保護者アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上 （100％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 

 

 

A  

〇学校は、子どもの事について気軽に相談できると

答える保護者が 100％となった。子どもの様子を

学級だより等でお知らせしたり、普段からこまめ

に連絡を取り合っていたりする成果と考える。 

○海洋教育を中心に、地域に出かけたり、地域の

方々をゲストティーチャーとして招いたりして

地域から学ぶ授業を計画する教職員が増加した。 

〇ホームページの更新は、情報担当が職員へ啓発す

ることで頻度があがっている。 

・児童一人一人について担任や職員が丁寧に対応、

説明できていると考える。気軽に相談できる学校

を意識し継続して取り組んでいく。 

・学校だより、学級だよりは具体的な内容でこれか

らもわかりやすく作っていく。 

 

＜満足度指標＞ 

・「教育方針や子どもの様子が

学校・学級だよりやホーム

ページ等で分かる。」と答え

る保護者の肯定的評価 

保護者アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（95.3％）  

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜努力指標＞ 

・「学級だよりで、学級経営方

針や児童の様子を保護者に

知らせている。」と答える教

職員の肯定的評価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（85.7％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜努力指標＞ 

・「地域の人材や素材を活用し

た授業を取り入れている。」

と答える教職員の肯定的評

価。 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（80.0％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 



４ プロとしての自分を磨

き、子どもに関わりきる

教職員 

①服務規律の遵守 

 ②教職員の資質・授業

力向上 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・「職員研修で学んだことを積

極的に校務に生かしてい

る。」と答える教職員の肯定

的評価 

教職員アンケートの肯定的評価 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 

 

A 

〇全指標で１００％の高い評価となった。 

〇３学期は、これまでの校内研修や校外研修で学ん

だことを生かして、学校をより安全で快適な学習

環境となるように努め、来年度へとつなげていき

たい。また、学習指導の力を、教員みんなで高め

られるように、３学期の終わりまで、学校研究を

追求していきたい。 

〇「服務規律を遵守する」も１００％となっている

が、気を緩めることなく、教職員としての自覚を

持ち続けることができるように、日ごろから気を

つけたい。 

＜満足度指標＞ 

・「学校は、安全・快適な環境

づくりに努力している。」と

答える保護者の肯定的評価 

保護者アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上 （１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜努力指標＞ 

・「服務規律を遵守するように

している。」と答える教職員

の肯定的評価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

５ 多忙化改善・業務の効率

化 

①働き方改革の意識 

 ②業務の効率化の推進 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・「自分の業務に見通しを持ち

〆切や時間を意識して取り

組んでいる。」と答える教職

員の肯定的評価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（91.7％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 

 

A 

 

○前期に引き続き、教職員の業務改善の意識が高

い。 

〇後期は、業務改善という視点で会議の簡素化、主

任業務の見直しに加え、業務が平準化するように

具体的な取組を進めることができた。 

・退校時刻の確認（最終退校時刻１９：００）を行

い、仕事の優先順位をつけ、見通しをもって自分

の業務を行えるように、引き続き業務の効率化や

声掛けを行っていく。 

 

＜満足度指標＞ 

・「業務改善を意識し、業務の

効率化を図るための工夫を

している。」と答える教職員

の肯定的評価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０点以上 （100.0％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜努力指標＞ 

・「効率的に業務を行うため

に、身辺（机まわり）を整

理整頓し共有物の扱いにも

気を配っている。」と答える

教職員の肯定的評価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（91.7％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 


